
の
津
波
災
害
を
き

っ
か
け
に
始
ま
り

、
全
国
で
毎
年
一
回
実
施

し
て
い
ま
す

。
今
回
の
訓
練
は

、

「
平
成
二
十
五
年
度
茨
城
県

・
笠
間
市
総
合
防
災
訓
練

」
と
同
時
に
開
催
し
ま
し
た

。

た

。

」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た

。

日
に
発
生
し
た

「
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

(

イ
ン
ド
洋
沖
地
震

)

」

※
大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
は

、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
六

練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

。

常
陸
那
珂
港
区
に
て
訓
練
を
視
察
さ
れ
た
太
田
国
土
交
通
大
臣

か
ら
は

「
海
上
と
陸
上
と
の
連
携
を
取
る
訓
練
が
具
体
的
な
事
例

に
沿

っ
て
行
わ
れ

、
モ
デ
ル
に
な
る
非
常
に
重
要
な
訓
練
が
で
き

ま
た

、
国
土
交
通
省
の
職
員
で
つ
く
る
T
E
C
―
F
O
R
C
E

(

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

)

に
よ
る
救
助
ル
ー
ﾄ
な
ど
の
早
期
復
旧

訓
練

、
医
師
や
看
護
師
な
ど
で
つ
く
る
D
A
M
T

（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム

）
に
よ
る
負
傷
者
へ
の
救
命
処
置
な
ど

、
実
践
的
な
訓

月
九
日

(

土

)

に
茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区

(

ひ
た
ち
な
か
市

)

、

笠
間
芸
術
の
森
公
園

（
笠
間
市

）
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
当

日
は

、
海
上
保
安
庁
や
県
警

、
自
衛
隊

、
消
防
隊
員
ら
に
よ
る
倒

壊
家
屋

、
車
両
等
か
ら
の
人
命
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

(
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
号

)
河
川
か
わ
ら
版

国
や
県

、
県
警

、
自
衛
隊
な
ど
百
五
十
四
機
関
が
参
加
し
た

「

平
成
二
十
五
年
度
大
規
模
津
波
・
地
震
防
災
総
合
訓
練

」
が
十
一

【
大
規
模
津
波
・
地
震
防
災
総
合
訓
練
に
つ
い
て

】

ま
す
の
で

、
お
体
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い

。

い

、
全
国
的
に
雪
が
降
り

、
寒
い
冬
と
な

っ
て
お
り

な
り
ま
し
た

。
発
達
し
た
低
気
圧
が
日
本
列
島
を
覆

師
走
に
入
り
早
い
も
の
で

、
今
年
も
残
り
少
な
く

号
に
引
き
続
き
河
川
愛
護
団
体
を
紹
介
し
ま
す

。

合
訓
練
と
関
東
い
い
川
づ
く
り
審
査
会
の
報
告

、
前

れ
ま
し
た
平
成
二
十
五
年
度
大
規
模
津
波
・
地
震
総

さ
て
今
回
の
か
わ
ら
版
で
は

、
十
一
月
に
開
催
さ

今
後
も

、
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
伺
い

願
い
い
た
し
ま
す

。

の
で

、
ひ
き
つ
づ
き
河
川
か
わ
ら
版
を
よ
ろ
し
く
お

な
が
ら
編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す

千波湖
（写真：水戸市）

挨拶をする太田国土交通大臣
【茨城港常陸那珂港区】

負傷者を収容する自衛隊ヘリ
【茨城港常陸那珂港区】

TEC－FORCE隊員より状況報告
【茨城港常陸那珂港区】

作業手順等を確認するTEC－FORCE
【茨城港常陸那珂港区】

霞ヶ浦
（写真：かすみがうら市）

vol.14

救助者の生存確認する救急隊員
【笠間芸術の森公園】

車両から救助するレスキュー隊員
【笠間芸術の森公園】

現地で負傷者の処置を行うDMAT隊員
【笠間芸術の森公園】

バケツリレーを行う参加者
【笠間芸術の森公園】
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】

（
古
河
市

）

田
へ
送
水
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
用
排
水
路
な

れ

、
古
河
市
南
部
と
境
町
西
部
に
位
置
し

、
水

団
体
名

【

釈

水

土

地

改

良

区

釈
水
土
地
改
良
区
は

、
大
正
九
年
に
創
設
さ

ア

ッ
プ
を
目
的
と
し
て

、
平
成
十
八
年
度
か
ら

「
関
東
の
い
い
川
づ
く
り

」
審
査

づ
く
り
に
関
す
る
実
務
担
当
者
の
意
識
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
レ
ベ
ル

こ
の
う
ち

、
か
ん
が
い
用
水
の
排
水
を
放
流

ど
の
管
理
を
し
て
お
り
ま
す

。

※

「
関
東
の
い
い
川
づ
く
り

」
と
は
・
・
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で
は

、
川

て

、
紹
介
し
ま
す

。

態
系
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

、
小
型
魚
を
対
象
と
し
た
魚
道
を
整
備
し

ま
し
た

。

今
年
度
の

「
関
東
の
い
い
川
づ
く
り

」
審
査
会
が
十
一
月
二
十
二
日

(

金

)

に
関

し
て
い
る
女
沼
川
に
お
い
て

、
日
頃
よ
り
草
が

東
地
方
整
備
局

(

さ
い
た
ま
市

)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
本
県
か
ら
は

、
一
級
河
川

【
関
東
の
い
い
川
づ
く
り
審
査
会
に
つ
い
て

】

【
河
川
愛
護
団
体
紹
介

】

滅
危
惧
種
で
あ
る
オ
オ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

（
ハ
ゼ
科

）
が
生
息
し
て
お
り

、
改
修
後
も
生

藤
井
川

(

城
里
町

)

「
～
地
域
密
着
型
の
川
づ
く
り
～

」
を
テ
ー
マ
に
水
戸
土
木
事

務
所
が
発
表
し
ま
し
た

。

今
回
の
事
業
は

、
七
会
中
学
校
付
近
の
藤
井
川
河
川
敷
を

、
河
川
空
間
を
自
然
の

遊
び
場
へ
と
再
生
す
る
た
め

、
親
水
護
岸
と
広
場
を
整
備
し
ま
し
た

。
ま
た

、
準
絶

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

、
県
内
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
河
川
愛
護
団
体
に
つ
い

め

、
河
川
美
化
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す

。

川
環
境
の
保
護
と
河
川
愛
護
の
高
揚
を
図
る
た

感
謝
状
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す

。

十
九
年
に
茨
城
県
河
川
協
会
よ
り
河
川
功
労
者

二
十
二
年
に
茨
城
県
河
川
協
会
長
よ
り
河
川
功

い

、
年
二
回
実
施
し
て
お
り
ま
す

。

伐
採

、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を

、
区
民
が
協
力
し
合

キ
ロ
メ
ー
ト
区
間
の
河
川
敷
の
除
草
や
雑
木
の

主
な
活
動
内
容
と
し
て

、
涸
沼
備
前
川
約
一

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
が
多
い
こ
と
か
ら

、
河

】

（
水
戸
市

）

犬
塚
区
の
み
な
さ
ん
は

、
地
元
を
流
れ
る
涸

団
体
名

【

沼
前
川
に
お
い
て

、
草
木
が
覆
い

、
河
川
敷
に

犬

塚

区

会
を
開
催
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え

、
平
成

労
者
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た

、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え

、
平
成

長
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
お
り
ま
す

。

的
に
堤
防
周
辺
の
除
草
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を

、

た
こ
と
か
ら

、
組
合
員
が
協
力
し
合
い

、
定
期

生
い
茂
り

、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ

除草前

茨城県

除草後

堤防の除草やゴミ拾いなどを行っています。

活動状況

堤防の除草やゴミ拾いなどを行っています。

河川改修事業で整備した魚道自然と親しめるよう整備した
親水護岸

藤井川位置図


